
affの歩み
農林水産省の広報誌として昭和45 年 10月に創刊した「aff」は、

平成 19 年 4月に全面リニューアルし、平成最後の発行となる今号で583号を数えます。
リニューアル後に発行された中から連載企画の一部を取り上げ、本誌の変遷を振り返ってみました。
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特集1 バイオマスがひらく、地球の未来 
特集2 心と体を癒しに森へ行こう！ 
連載 季の風景
 第1回 朝もやの棚田
 武田双龍の「書の食卓」第1回 
 食も書も「道」を極めるもの 
編集協力：社団法人 時事画報社

特集1 日本の「食」を守るために
 応援しよう！ 国産の力
特集2 食材まるかじり 日本料理の原点 だし
連載 aff Interview CLOSE UP仕事人
 東日本大震災 被災地復興に向けて

編集協力：株式会社 マガジンハウス

東日本大震災の被災地
支援のため、復興に向
けた取り組みなどを伝
えた。タイトルを変えて
2016年まで連載

2011年6月号

2007年4月号
特集1 いいね！都市農業
特集2 ほっとするね。おばあちゃんの懐かしご飯
連載 東日本大震災
 被災地の復旧・復興に向けて
 チャレンジャーズ チーム力で輝け

編集協力：一般社団法人 家の光協会

おばあちゃんの懐かし
ご飯とは、地域の風土
や暮らしの中で育まれ
た食のこと。その特徴
や作り方を取り上げた

2013年5月号
特集1 ヨリドリミドリ
特集2 食材まるかじり マルゴトタマゴ
連載 affインタビュー
 第31回 板東英二さん
 こぐれひでこの「いただきもの絵日記」

編集協力：株式会社 マガジンハウス

エッセイストのこぐれひで
こさんが、いただいた食
べ物にまつわるエピソー
ドを、イラストとともに
綴った企画

2009年11月号

特集1 蚕業革命～歩み出した絹復活への道～
特集2 和紙
連載 味の再発見！昔ながらのニッポン
 の郷土料理  第10回 しもつかれ
 輝く！未来を担う生産者 vol.10
 川原製作所／富山県
編集協力：株式会社KADOKAWA

フードライターの白央篤
司さんが郷土料理につ
いて語る連載企画。各
地で親しまれている料
理が誌面を飾った

2018年2月号
特集1 ニッポンの「おいしい」は、世界でもおいしい！
特集2 体も心も温まる ふるさと鍋紀行
連載 石川三知の「たべもの歳時記」 
 新しい年を迎えて
 チャレンジャー 第10回 内 俊隆さん

編集協力：社団法人 時事画報社

農林水産分野で先進
的かつユニークな活動
をする人を紹介する連
載企画。94回も続く長
期連載となった

2008年1月号

食文化研究家・清絢（き
よし あや）さんが各地の
郷土食を巡った紀行を
連載。特色ある食文化
を紹介した

2015年1月号
特集1 新しい可能性もいっぱいやっぱり、お米が好き！
特集2 食文化研究家・清絢の
 味わいふれあい出会い旅
連載 チャレンジャーズ トップランナーの軌跡
その他 2015新春座談会
 見直したい、伝えたいお米の魅力

編集協力：一般社団法人 家の光協会

特集2

100年後まで残したい
農山漁村の四季折々の
美しい風景を紹介する
フォトエッセイ。初回は
新潟県十日町市の棚田
を取り上げた

バックナンバーはこちら
（2009年5月号から掲載）

特集1 和牛 
特集2 牛肉 
連載 ニッポン麺探訪 第4回 島原そうめん
 今月の農林水産大臣賞 vol.4 
 家族とともに一頭一頭に愛情を込めて

編集協力：株式会社KADOKAWA

農林水産大臣賞が贈ら
れた企業や生産者など
に着目し、受賞の背景
やこだわりの取り組みに
ついて掲載

2016年8月号



特集2

連載の思い出連載の思い出連載の思い出2009 年から 2012 年まで続いた人気企画 「駅弁紀行」。
ヨネスケさんに、当時の思い出を語っていただきました。

取材・文／さくらい伸　撮影／かくたみほ

　2009年から2012年まで、35回にわたって「駅弁紀行」の

連載を続けさせていただきました。こうして誌面を振り返ると、

あらためて日本全国にはその土地固有の個性的な駅弁がある

ことを再認識させられますね。写真を見ただけで、いつどんな

状況で食べたのか、瞬時に思い出します。その土地の風景や

出会った人と駅弁の味がセットになって記憶されているんです。

　その中でベストワンの駅弁を選ぶのは至難の業ですが、あえ

て挙げるとすれば米原駅の「湖北のおはなし」でしょうか。地

元名産の鴨をメインにしたおかずのバランスの良さ、おこわのお

いしさ。人々が駅弁に求めるものがギュッと凝縮されています。

　一方、インパクトで選ぶなら、高知駅の「かつおたたき弁当」。

保冷材を入れて生の魚を駅弁のおかずにする大胆さに衝撃を

受けたし、味も絶品。卵焼きの下に魚介類のおかずを敷き詰め

た新発田駅の豪勢な「えび千両ちらし」も忘れ難いですね。

　駅弁を食べることで、その地域ならではの食文化や歴史、

人々の暮らしが垣間見えます。この地域ではこの食材が採れ

るからこの料理が生まれ、それを地元の人たちが長い間食べ続

けてきたことで名物になった。日本の食文化の多様性が、小さ

な箱の中から見えてくるところが駅弁の醍醐味です。連載終了

後もあいかわらず各地の駅弁を食べ続けていますが、新商品も

次々に登場するので、すべてを食べ尽くすのはまず不可能。そ

のくらい奥が深いんです、駅弁の世界は。

※価格などの情報は連載当時のものです。
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2009年 10月号連載当時を振り返って
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